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《冬の交通事故の原因》
○ 冬道を甘く見た、スピードの出し過ぎ
○ 夏と同じ感覚の車間距離
○ 居眠運転や脇見運転、漫然運転
○ 道路状況を無視した急ハンドル、急ブレーキ
○ 雪山や視界不良等に対する危機意識不足

《交通事故防止ポイント》 （わかっちゃいるけど再確認）
◯ 冬道のスリップ特性や車両特性を踏まえた運転
◯ 冬道の適切なスピード、車間距離を保持
◯ 信号、一時停止等のルールを遵守できる運転
◯ 早め早めの減速、ブレーキングで追突事故防止
◯ 特に高速道路では多重事故が起きやすい
◯ カーブ特有の危険を意識し、カーブの手前で十分減速
◯ 特に冬道におけるトレーラのブレーキングを再確認
◯ 吹雪等の視界不良を甘く見ずに、慎重に運転

スリップ事故に注意
危険を予測し、あらかじめの減速をお願いします

運送業の労災、とにかく多い、「挟まれ・転落・転倒」

朝7時 積雪路面 スリップ
軽トラックが対向車にはみ出し 中型トラックと正面衝突

軽トラックの26歳男性死亡
◇凍結路面 スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう◇
◇「急」な動作は、スリップ、スピン、横滑り（スキッド）を引き起こしやすい◇

２０２２／１２／３０（金） １８：１５
３０日午前７時ごろ、山形県の国道で軽トラックが対向車線にはみ出し、中型トラックと正面衝突した。この事

故で、軽トラックを運転していた会社員の男性（２６）が外傷性ショックなどにより死亡した。中型トラックの男
性にけがはなかった。事故当時、路面には積雪があり、警察は軽トラックがスリップしたとみて調べている。現
場は２時間半に渡り全面通行止めとなった。

飲酒運転で出合い頭事故
軽乗用車運転の42歳の男を逮捕
信号のない交差点、軽乗用車同士

警察は、飲酒量やどこで飲んでいたかなどを厳しく追及
◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇

２０２２／１２／３０（金） １８：０４
３０日午前４時前、福井県の信号がない交差点で軽乗用車同士が正面衝突。４２歳の容疑者の男は酒を飲んだにも

関わらず軽自動車を運転し、右から走ってきた軽自動車と出合い頭で衝突したもの。その後、駆け付けた警察が
検査したところ、基準値を超えるアルコールが検出され逮捕された。容疑者と相手方の運転手と同乗者にケガは
なかった。警察の調べに対し容疑者は「酒を飲んで運転した」と容疑を認めていて、警察は飲酒量やどこで飲ん
でいたかなどを厳しく追及している。

4人死傷のひき逃げ事故、49歳の男逮捕
逮捕の男、「運転前に飲酒していた」と、供述

◇飲酒運転は職も金も免許もなくす。なのになぜやる？◇
◇『飲酒運転』･･･平穏な日常を一瞬で悲劇に変えてしまいます◇

◇自分の家族が犠牲になった あなたは、飲酒運転者を許せますか？◇
２０２２／１２／３１（土） １２：３８

１２月２７日、大阪府で町内会のパトロールをしていた４人がひき逃げされ、このうち男性（４７）と男性（４６）が
死亡しました。警察は防犯カメラの映像などから、男性容疑者（４９）を特定し、ひき逃げなどの疑いで逮捕しま
した。調べに対し、容疑者は「事故を起こして立ち去ったのは確かですが、人をはねた認識はなかった」と容疑
を一部否認しています。さらにその後の調べで、容疑者が、「運転前に飲酒していた」と話していることが新た
にわかりました。警察は今後、飲酒運転の疑いがあるとみて捜査するということです。


